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領域」であることを意味している(Tillich [1942], p.186) (2)。さらに、
「人間が、歴史を通じ、自由において自己を規定するような存在であるならば、この自由を所
有し、歴史を通しての人間の自己規定に参与する者のみが人間と呼ばれうる」(Tillich 
[1940],p.459)とティリッヒも言うように、歴史とはまさに人間存在を根本的に規定するもので
ある。 
このように、歴史を人間存在の根本様態として理解するならば、歴史の問題は必ずしも特定
の時代に限定されるものではなく、むしろ普遍的な問題であると言える。実際、ティリッヒも
「キリスト教の時代のなかで、問題としての歴史が完全に排除されることはありえなかった」
(Tillich [1939], p.227)と述べる。しかしながら、また、歴史が決定的な問題となることは、近
代においても中世においてもなかった、とも述べる(ibid.)。問題は、なぜ現代において歴史の
問題が決定的なものとなったのかということである。 
まずティリッヒによれば、中世においては、世界の秩序に対する信頼は教会の権威によって
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支えられていた。すなわち、歴史の最終段階はキリストの支配を表す教会的ヒエラルキーの興
隆とともにすでに始まっているのであり、世界は神の摂理により予定調和的な完成に向かって
いることになる。これに対して、十五世紀中葉のルネッサンス以降、第一次世界大戦に至るま
での時代（＝近代）においては、中心的な問題は「人間理性による自然と社会の支配」(ibid., p.226)
であった。教会のヒエラルキーによって支えられていた中世的な秩序が力を失い、超越的なつ
ながりから解放された人間は、すべての自然的な諸力の中心に自らを位置づけた(ibid.)。宗教
は道徳の領域に押し込められ、世界は理性の光に照らして理解されるようになった。世界は合
理的な発展過程のもとに理解され、その過程は予測可能なものと見なされるため、そこにはい
かなる深刻な混乱も予想されないことになる(ibid., p.227)。技術や教育の進歩が歴史の法則で
あり道のりであると見なされ、ついには、「神の摂理や理性の狡智、あるいはある種の予定調和
が、人間理性による世界の合理的支配をもたらすだろう」(ibid.)と考えられるに至った。この
ような世界観のもとでは、歴史の問題が決定的なものとならないのは当然のことであった。 
ティリッヒは、こうした考えの根本には二つの基盤があると分析する。一つは「人間の歴史
的運命(fate)は、彼の永遠の運命(destiny)に比してさほど重要ではないと見なす超越的な基盤」
であり、もう一つは「人間の歴史的運命(fate)は、完成へと向かう不断の進歩の予備的な段階
であると見なすような内在的な基盤」である(ibid.)。そして、こうした信念が崩壊してしまっ
たところに、歴史的実存の問題が決定的なものとなったと指摘する。そして、そこで問われる
のは歴史の意味の問題であり、さらに歴史全体を意味づけるような転換点としての「歴史の中
心」とはどのようなものであるのかという問題なのである。（未了） 
 
 
注 
 
本稿は、そもそもなぜ歴史が問題となるのか、歴史をどのように理解すべきか、という問題に
ついての予備的考察に過ぎない。今後、歴史を越えるものが歴史内にいかに現れるのかという
問題（信仰と歴史の問題！）をめぐって論考は展開されねばならず、本稿はこうした論考の前
半部に過ぎない。このような事情から、今回、研究ノートとして位置付けた所以である。 
 
(1) 芦名氏は、当時のティリッヒが直面した思想的課題を、カイロス論との連関から、次の三
点にまとめている。「１.戦争と革命によって加速化された旧い時代とその文化の崩壊から
生じた、生の意味の喪失－無意味化に対して、新しい生の意味の現実化を基礎づけ、それを
実践的に準備すること。２.新しい生の意味形成のために社会主義とキリスト教を変革し統
一すること(宗教社会主義)。３.宗教社会主義の理論的基礎づけ。特に宗教社会主義運動の
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歴史理解と現実理解を、歴史哲学、歴史と現実の解釈理論に仕上げ、実践のための確固と
した基礎とすること」。（芦名定道「P・ティリッヒの時間論」、『基督教学研究』第9号、京
都大学基督教学会、1986年、116頁。） 
(2) ティリッヒにおいて、自由と運命は人間存在の存在論的構造を構成する両極的な要素に数
えられる。人間は自己の有限性を自覚し、それ故に自己の存在の根拠と意味を問う存在者
であるが、こうした人間存在固有の構造を構成する要因として、ティリッヒは、個別性と
参与、力動性と形式、自由と運命という三つの両極的要素を挙げている
(Tillich[1951],pp.174-186)。 
 
（たかはし・りょういち 関西大学非常勤講師） 
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